
確かな学力の育成について 義務教育課、学校人事課

課題
・Ｈ29年度全国学力・学習状況調査結果

小学校 国 Ａ：75％（74.8％） Ｂ：57％（57.5％）
算 Ａ：78％（78.6％） Ｂ：44％（45.9％）

中学校 国 Ａ：79％（77.4％） Ｂ：75％（72.2％）

数 Ａ：65％（64.6％） Ｂ：50％（48.1％）

＊平成２９年度の中学校３年生は、小学校６年当時と比較し、

今回の調査では全体的に学力が伸びている。

・英語教育実施状況調査（目標Ｈ30 50％）

Ｈ28年度英検３級程度以上の生徒 39.8％
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【施策の方向性】
○児童生徒の発達の段階に応じた指導体制
の工夫による組織的・継続的な取組の推進
【具体的な施策】
○ぐんま少人数クラスプロジェクトの推進
○小学校における教科担当制の推進
○小・中学校兼務教員の配置の推進
○学力向上委員会の設置及び学力向上コー
ディネーターの指名
○学力向上のための特配教員の活用

現状･成果

・「基礎的・基本的な知識・技能を活用し課題
解決を図る力」の育成

・各学校における組織的・継続的な学力向上対
策の推進

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善の推進

・英語教育の早期化・教科化・高度化への対応
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【施策の方向性】
○各教科・領域別に指導の基本を示した「はば
たく群馬の指導プラン」に基づく授業の推進
○新学習指導要領を踏まえた、改訂版「はばた
く群馬の指導プランⅡ」の作成
【具体的な施策】
○指導プランを活用した、年間１人１授業以上
の授業公開の実施

○小学校における「評価資料」の活用
○指導プランⅡ作成委員会の実施

③
教
育
課
程
の
改
善
充
実

【施策の方向性】
○新学習指導要領の各教科等の目標・内容を
達成するための授業改善の推進（「主体的・
対話的で深い学び」の実現）
【具体的な施策】
○新教育課程説明会の実施
○全国学力・学習状況調査結果説明会の実施
○英語教育強化地域拠点事業の実施
○英語教育アドバイザー教員（ＥＡＴ）の活用

〔教育課程等編成・実施状況調査結果（H２８）〕
【指導プラン・実践の手引きの活用状況】
※授業以外の活用場面 （％）

新教育課程説明会参加者数（予定含む）
小学校１２教科合計 ３１７９名（１校平均１０．４名）
中学校１２教科合計 １７８６名（１校平均１１．１名）

【授業中の私語が少なく、落ち着いている】と回答
平成２９年度 小学校 ９２．２％（国 ９０．７％）

中学校 ９６．４％（国 ９４．６％）

資料３

○今後とも各学校が、児童生徒の発達の段階に応じた指導体制を工夫・改善することにより、基本的な学
習習慣や生活習慣の確立を図り、基礎学力を定着できるようにする。
○全ての教員が「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け「はばたく群馬の指導プランⅡ」に基づく授業
を実践できるようにする。
○小学校英語教育の早期化・教科化を踏まえ、地域差なく県内全ての小学校における授業の充実を図る
とともに、中学校の授業が英語によるコミュニケーション力を育成する授業へと転換できるようにする。

英語教育強化地域拠点事業
公開授業参加者数（H28）
小学校１２校 合計 １１０２名
中学校 ５校 合計 ３７０名

校内
研修

授業
研究会

指導案
作成

授業
参観

小学校 ９４．１ ８０．６ ９６．４ ４３．２

中学校 ８３．４ ７０．５ ９３．２ ３１．９

英語教育アドバイザー教員
配置数 １０名（県内１０市町村）
サポート会議年間１０回

〔全国学力・学習状況調査 学校質問紙調査結果〕
【算数・数学における習熟度別指導の実施】
平成２９年度 小学校 ７３．２％（国 ６１．９％）

中学校 ６０．３％（国 ４９．２％）

【小学校算数の授業における教科担当制の実施】
平成２９年度 ２９．４％（国 ９．０％）

今後の方向性

【授業における評価資料集の活用状況】
・単元ごとの学習状況の評価 ５４．５％
・学期ごとの学習状況の評価 ３６．４％

（国）


